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企画にあたって
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水素は，将来の水素社会におけるエネルギーキャリアとし
て注目される元素である．また，地球上で最も軽い元素であ
り，多くの物質と反応して，化合物を形成するが(物質中に
水素原子として含有)，物質中での水素は，水素周りの元素
種，配列，水素金属の化学結合等に応じて，電荷中性，イ
オン性(プロトン，ヒドリド)，共有結合性と多様な結合状態
で存在している．これらの結合状態に起因して，様々な機能
性が出現されることから，将来の水素社会におけるエネルギ
ーキャリアとしてだけではなく，機能性材料研究においても
重要な元素のひとつとなっている．そのため，水素は，エネ
ルギー利用から物理的・化学的な特性制御まで，幅広く利用
されている．一方，物質中の水素の位置や結合状態を評価す
ることが困難であることに加え，金属を脆化(水素脆性)させ
る要因にもなりうる元素である．このようなことから将来の
水素社会を実現させるためには，水素を効率的，かつ安全に
有効利用し，物質中の水素の高精度評価と理解が不可欠とな
っている．

そこで，本特集では，物質中での水素にフォーカスした新
学術領域研究「ハイドロジェノミクス」(20182022年度)を
取り上げて，水素による高機能化とその革新材料・デバイ
ス・プロセスの創製，及びそれらを支える最先端計測・計算
技術などの進展について，最近の成果も交えてご解説いただ
いた．
「ハイドロジェノミクス」の領域代表の折茂慎一教授(東北

大学)には，「高密度水素による超機能材料の合成」と題して，
「ハイドロジェノミクス」の全体説明，及び材料中での水素
の高密度化により，水素化物超イオン伝導材料・超伝導材料
等の超機能材料の創製を目指す研究画に関して，ご執筆いた
だいた．

一杉太郎教授(東京工業大学)には，「局在水素によるヘテ
ロ界面機能の強化」と題して，水素を材料界面等に局在化さ
せることによる電子的機能や力学特性の強化に関して，ご執
筆いただいた．

宮武健治教授(山梨大学)には，「高速移動水素による次世
代創蓄電デバイスの設計」と題して，水素の「高速移動機能」
を極限まで高める革新的技術の創出と次世代創蓄電デバイス
の設計を目指す学理構築に関して，ご執筆いただいた．

森初果教授(東京大学)には，「高速・局所移動水素と電子
とのカップリングによる新発想デバイスの設計」と題して，
有機系，無機系，生体系物質を対象とした水素と電子のカッ
プリングによる機能創出，新発想デバイス設計，および学理
構築に関して，ご執筆いただいた．

山内美穂教授(九州大学)には，「電気化学的水素化を利用
した新反応プロセス」と題して，電気化学的水素化反応を利
用した高効率のアミノ酸合成と新規の熱電変換に関して，ご
執筆いただいた．

福谷克之教授(東京大学)には，「水素の先端計測法の開発
とそれによる水素機能の高精度解析」と題して，様々な物質
における水素の状態を精密計測する先端計測法の開発に関し
て，ご執筆いただいた．

常行真司教授(東京大学)には，「水素の先端計算による水
素機能の高精度解析」と題して，物質・材料の研究を支える
第一原理シミュレーション手法の現状を紹介するとともに，
実験的観測が困難な水素を含む物質・材料の結晶構造の可能
性を絞るために実験データを利用するデータ同化構造探索手
法に関して，ご執筆いただいた．

本特集では，将来の水素社会において重要な元素である水
素に着目し，基礎研究から応用研究までの内容を分かりやす
くご解説して頂いている．本特集で将来の水素社会を担う

「水素」を知るきっかけになって頂ければ幸いです．
最後に，ご多忙の中，ご執筆頂きました先生方に対し，こ

の場を借りて厚く御礼申し上げます．
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